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業績予想の修正及び特別損益の計上に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成２２年５月１３日に公表いたしました業績予想を下記の通り修正し、また、

第１四半期累計期間において特別損益を計上いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１.業績予想の修正について 

                                   (単位;百万円) 
（１）平成２３年３月期第２四半期連結累計期間 連結業績予想数値の修正（平成２２年４月１日～平成２２年９月３０日）            

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり四半期

純利益 

前回発表予想（Ａ） ２，９０５ △７６ △６３ ４３５ ６３円１１銭

今回発表予想（Ｂ） ３，０２２ △３６ △１６ ２１４ ３１円１２銭

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） １１６ ４０ ４７ △２２０ 

増   減   率（％） ４．０ ― ― △５０．７ 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成２２年３月期第２四半期) 
２，１２３ △１５２ △１７３ △１９１ △２７円７５銭

 
（２）平成２３年３月期通期 連結業績予想数値の修正（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期純

利益 

前回発表予想（Ａ） ６，０３１ △１３８ △１０２ ３８３ ５５円６５銭

今回発表予想（Ｂ） ６，１４７ △９７ △５５ １５９  ２３円０９銭

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） １１６ ４１ ４７ △２２４ 

増   減   率（％） １．９ ― ― △５８.５ 

(ご参考)前期実績 

(平成２２年３月期) 
４，７９９ △２０８ △２０９ △２８４ △４１円２２銭

 
（３）平成２３年３月期第２四半期累計期間 個別業績予想数値の修正（平成２２年４月１日～平成２２年９月３０日）                

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり四半期

純利益 

前回発表予想（Ａ） １，８１３ △１０１   △７８ ４４１ ６３円９７銭

今回発表予想（Ｂ） １，９１４ △８０ △５０ ３１１ ４５円１８銭

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） １０１       ２１   ２８ △１２９ 

増   減   率（％） ５．６  ― ― △２９．４ 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成２２年３月期第２四半期) 
１，７９０ △１８９ △１９９ △２０１ △２９円２０銭

 

 



 
（４）平成２３年３月期通期 個別業績予想数値の修正（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）    

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期純

利益 

前回発表予想（Ａ） ３，６６２ △２０１   △１０７ ４０９ ５９円３７銭

今回発表予想（Ｂ） ３，７６３ △１７９ △７９ ２７９ ４０円５９銭

増  減  額（Ｂ）－（Ａ）     １０１     ２２     ２８ △１２９ 

増   減   率（％） ２．８  ― ― △３１．６ 

(ご参考)前期実績 

(平成２２年３月期) 
３，６５０ △２７７ △２１９ △２８２ △４０円９５銭

 

 

（5）修正の理由 

 

個別 

【第２四半期累計期間及び通期】 

当第１四半期累計期間における縫い糸市場は、衣料品の縫製を中心として回復傾向が見られ、順調に推移

しました。 

これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は、期初の予想を上回る見込みとなりました。利益

面につきましては、売上高の増加などにより、期初の予想よりも営業損失及び経常損失の損失幅が縮小する

見込みとなりました。また、通常の販売目的で保有する棚卸資産（製品、仕掛品及び原材料）の評価方法に

ついては、従来、後入先出法によっておりましたが、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号 平成１８年７月５日）が平成２０年９月２６日に改正され、後入先出法の適用が認められなくなった

ため、平成２３年３月期第１四半期会計期間（自平成２２年４月１日 至平成２２年６月３０日）の期首か

ら総平均法に変更することとなりました。その影響額として、平成２３年３月期第１四半期会計期間の期首

時点で算定した、総平均法を適用した場合の累積的影響額約５００百万円を特別利益に計上する予定であり

ましたが、その影響額を精査した結果として３５６百万円に修正したことや「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第１８号 平成２０年３月３１日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第２１号 平成２０年３月３１日）に基づき、資産除去債務に関する詳細調査の結

果として特別損失の計上が１６百万円見込まれることになったことなどにより、四半期純利益及び当期純利

益は期初の予想よりも大きく下回る見込みとなりました。  

 

連結 

【第２四半期連結累計期間及び通期】 

当第１四半期連結累計期間における縫い糸市場は、個別同様、衣料品の縫製を中心として回復傾向が見ら

れ、順調に推移しました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、期初の予想を上回る見込みとなりました。

利益面につきましては、売上高の増加などにより、期初の予想よりも営業損失及び経常損失の損失幅が縮小

する見込みとなりました。また、個別における通常の販売目的で保有する棚卸資産（製品、仕掛品及び原材

料）の評価方法については、従来、後入先出法によっておりましたが、「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号 平成１８年７月５日）が平成２０年９月２６日に改正され、後入先出法の適用が認

められなくなったため、平成２３年３月期第１四半期連結会計期間（自平成２２年４月１日 至平成２２年

６月３０日）の期首から総平均法に変更することとなりました。その影響額として、平成２３年３月期第１

四半期連結会計期間の期首時点で算定した、総平均法を適用した場合の累積的影響額約５００百万円を特別

利益に計上する予定でありましたが、その影響額を精査した結果として３５６百万円に修正したことや「資

産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第１８号 平成２０年３月３１日）及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第２１号 平成２０年３月３１日）に基づき、資産除去

債務に関する詳細調査の結果として特別損失の計上が１０９百万円見込まれることになったことなどによ

り、四半期純利益及び当期純利益は期初の予想よりも大きく下回る見込みとなりました。  

 

 

 



２.特別損益の計上について 

 
（１）特別利益 
  当第１四半期連結累計期間において、個別における通常の販売目的で保有する棚卸資産（製品、仕掛品及

び原材料）の評価方法については、従来、後入先出法によっておりましたが、「棚卸資産の評価に関する会

計基準」（企業会計基準第９号 平成１８年７月５日）が平成２０年９月２６日に改正され、後入先出法の

適用が認められなくなったため、平成２３年３月期第１四半期会計期間（自平成２２年４月１日 至平成２

２年６月３０日）の期首から総平均法に変更することとなりました。その影響額として、平成２３年３月期

第１四半期会計期間の期首時点で算定した、総平均法を適用した場合の累積的影響額３５６百万円を特別利

益に計上いたしました。 
 
（２）特別損失 

当第１四半期連結累計期間において、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第１８号 平成２

０年３月３１日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第２１号 平

成２０年３月３１日）に基づき、資産除去債務に関する詳細調査を行なったことにより資産除去債務会計基

準の適用に伴う影響額１０９百万円を特別損失に計上いたしました。 

 
 
 

（注）業績予測につきましては本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因によって異なる場合があります。 
 
 
 
 
 
 

                                  以   上 


